
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

年
を
重
ね
る
と
身
体
能
力
及
び
記
憶

力
の
激
減
は
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
全
体
を
見
ま
わ
し
意
味
を
敏
感

に
く
み
取
る
“
気
づ
き
”
と
で
も
い
う

力
は
、
年
を
経
て
の
多
く
の
経
験
が
あ

る
が
ゆ
え
に
、
む
し
ろ
高
め
て
行
く
こ

と
が
出
来
る
と
私
は
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
気
づ
き
を
高
め
る
に
は
や
は
り
努

力
が
要
り
、
そ
れ
は
意
識
し
て
見
慣
れ

た
こ
と
に
注
意
を
払
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ペ
ン
チ
で
鉄

の
線
を
切
り
ま
す
。
い
つ
も
見
慣
れ
た

事
柄
で
す
。
し
か
し
、
鉄
の
線
を
素
手

で
引
き
ち
ぎ
る
こ
と
に
思
い
を
致
す
と
、

ど
う
し
て
ペ
ン
チ
で
は
簡
単
に
切
れ
る

の
か
に
不
思
議
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
の

理
由
を
考
え
れ
ば
、
ペ
ン
チ
の
歯
の
非

常
に
狭
い
硬
い
部
分
に
力
が
集
中
す
る

ゆ
え
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
集
中
が
力
の
実
態
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
“
気
づ
き
”
を

い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
展
開
す
る
と
、
新

し
い
世
界
が
開
け
ま
す
。

神
は
細
部
に
宿
る
と
い
い
ま
す
。我
々

の
周
り
に
は
、
目
を
凝
ら
せ
ば
、
不
思

議
な
こ
と
に
満
ち
て
い
ま
す
。
日
々
に

新
た
に
生
き
生
き
と
あ
り
た
い
も
の
で

す
。皆

さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※�
一
月
と
三
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と

な
り
ま
す
。

一
月
と
三
月
は
分
科
会
・
気
づ
き
、

三
月
は
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
、
二
月
、

　

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
新
年
会
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
三
月
研
究
集
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
3
、
4
回
分
科
会 

気
づ
き
の
予
告

◎
第
30
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
平
成
27
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

◎
平
成
27
年
5
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
第
四
一
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
音
の
販
売

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
天
か
ら
来
る
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）

　

と
生
体
と
の
コ
ン
タ
ク
ト

二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い

て
、
波
動
的
、
物
質
的
視
点
か

ら
考
え
る

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

佳
胤�

氏
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
博
人
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私
た
ち
は
、
い
ま
こ
こ
に
「
在
る
」

存
在
の
主
体
で
あ
る
こ
と
は
気
づ
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
私
た
ち
が「
何
者
で
あ
る

の
か
」「
存
在
の
本
質
は
何
か
」
と
い
っ

た
点
は
、
意
外
と
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
問
い
は
、
私
た
ち
人
類
が
誕

生
以
来
、
求
め
て
き
た
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
し
、
今
回
、
そ
の
答
え
を
出
す

と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

分
な
り
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
日
々

の
生
活
を
有
意
義
に
幸
多
い
も
の
に
す

る
こ
と
に
役
立
つ
ト
ピ
ッ
ク
と
も
思
い

ま
す
。

当
日
は
い
く
つ
か
の
視
点
を
共
有
し

な
が
ら
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
く
考
え
、

感
じ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

※
日
本
に
不
食
の
方
が
い
る
と
い
う
お

話
は
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
2

�
0
�1�

6
年
5
月
に
幻
冬
舎
か
ら
出
版
さ
れ
た
、

「
不
食
と
い
う
生
き
方
」で
秋
山
佳
胤
氏

は
大
い
に
注
目
を
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
御
講
演
で
は
不
食
と
い
う
生
き

方
に
至
っ
た
心
と
身
体
の
経
緯
、
そ
し

て
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
確
固
と
し
た
世

界
観
が
語
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
、
ご
友
人
・
知
人
を
お

誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
秋
山
佳
胤
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
9
2
年
東
京
工
業
大
学
理
学
部
情

報
科
学
科
卒
業
。
1
9
9
8
年
弁
護
士

登
録（
東
京
弁
護
士
会
）、
2
0
0
8
年

ロ
ー
タ
ス
法
律
特
許
事
務
所
設
立
。
知

的
財
産
権
を
専
門
と
す
る
。
2
0
1
2

年
医
学
博
士
号（
代
替
医
療
）取
得
。

日
本
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
医
学
協
会
（
J
�P�

H
M
A
）・
英
国
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
医
学

協
会
（
H
M
A
）
認
定
ホ
メ
オ
パ
ス
。

2
0
1
1
、
2
0
1
2
年
熱
帯
雨
林
保

護
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
ア
マ
ゾ
ン
を
訪
問
、

地
球
サ
ミ
ッ
ト
参
加
、
熱
帯
雨
林
保
護

を
目
的
と
す
る
N
G
O
グ
リ
ー
ン
ハ
ー

ト
理
事
。
2
0
1
2
、
2
0
1
3
年
、
平

和
使
節
団
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス

ラ
エ
ル
訪
問
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
焙
煎
歴

約
30
年「
ロ
ー
タ
ス
コ
ー
ヒ
ー
」
と
し
て

提
供
。（
社
）シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
協
会

理
事
、
ラ
イ
ア
ー
奏
者
。

著
書
に『
誰
と
も
争
わ
な
い
生
き
方
』

「
不
食
と
い
う
生
き
方
」（
幻
冬
舎
）、

「
秋
山
佳
胤
の
い
い
か
げ
ん
人
生
術
」

（
エ
ム
エ
ム
・
ブ
ッ
ク
ス
）な
ど
が
あ
る
。

日
時　

平
成
29
年
2
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
2
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

宗
教
と
生
命
と
科
学
の
融
合

　
　
　
　

講
師　

い
よ
の
い
し�

氏

日
時　

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

憑
依
診
療
の
進
歩
、
死
霊
、
生
霊
、

妖
怪
、
宇
宙
霊

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉�

氏

日
時　

平
成
29
年
2
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
二
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ア
マ
ゾ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
オ
か
ら

の
伝
言

　
　
　
　
　

講
師　

南　

研
子�

氏
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日
時　

平
成
29
年
3
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
二
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

新
年
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
29
年
1
月
29
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
12
時
～
3
時

会
場　

割
烹　

大
判

�

（
0
9
5
・
8
2
1
・
2
6
2
6
）

交
通　

長
崎
市
役
所
、
徒
歩
1
分

会
費　

四
〇
〇
〇
円

予
約
等
お
問
合
せ

�

0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
29
年
3
月
25
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3 

交
通　

 

地
下
鉄
名
港
線
「
港
区
役
所
」

駅
下
車　

徒
歩
15
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
6
5
1
・
3
7
9
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
3
回　

分
科
会�

気
づ
き

日
時　

平
成
29
年
1
月
15
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
4
A
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
・
11
・
1
）

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

講
演　
「
創
造
に
つ
い
て
」

講
師　

浪
平
博
人
氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

第
4
回　

分
科
会�

気
づ
き

日
時　

平
成
29
年
3
月
5
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
8
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
・
11
・
1
）

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　
　

五
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

講
演　
「
原
理
的
視
点
に
つ
い
て
」

講
師　

浪
平
博
人
氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
30
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第�

9
回　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ　

重
力
と
健
康

日
時　

平
成
29
年
3
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会
費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般 

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

世
話
人　

阿
久
津　

淳

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い

水
の
科
学
」

　
　
　
　

講
師　

根
本　

泰
行�

氏

ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
デ
ジ
タ
ル
生
物

学◎
水
は
直
接
物
質
に
触
れ
な
く
て
も
、

物
質
の
波
動
情
報
を
含
ん
だ
電
磁
波
を

“
受
信
”
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
物

質
の
情
報
を
記
憶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



◎
水
は
記
憶
し
た
情
報
を
“
送
信
”
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
界
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。

◎
送
信
、
受
信
す
る
情
報
は
、
パ
ソ
コ

ン
上
の
音
声
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
、
記
録

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
デ
ジ
タ
ル
情

報
で
あ
り
、
振
動
数
は
2
万
ヘ
ル
ツ
以

下
と
な
る
。

◎
物
質
と
物
質
と
の
間
に
は
直
接
の
接

触
が
な
く
て
も
、
水
が
仲
介
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
物
質
が
持
っ
て
い
る
波
動

が
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
い
、
物
質

は
遠
隔
的
に
相
互
作
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
現
代
科
学
一
般
に
お
い

て
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
の
あ
る
作
業
仮
説
で
あ
る
。

　

ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
実
験
に
よ
り
、

以
下
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

◎
水
は
物
質
の
情
報
を
記
憶
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

◎
水
は
物
質
の
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

◎
物
質
の
情
報
は
、
低
周
波
電
磁
場
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ァ
イ
ル
に
記
録

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
波
動
水
を
用

い
た
波
動
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
本
物
で

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

リ
ュ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
研
究

　

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
は
、
実
は
ベ
ン
ベ

ニ
ス
ト
博
士
の
研
究
を
継
い
で
お
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
も
記

録
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多

分
お
二
人
は
会
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
が
工
夫
し
て

作
っ
た
、
電
磁
波
を
伝
達
す
る
実
験
系

等
を
全
部
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ

ル
ス
（
H
I
V
ウ
イ
ル
ス
）
を
発
見
し

た
こ
と
で
、
2
0
0
8
年
に
ノ
ー
ベ
ル

医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
、

あ
る
意
味
で
は
本
物
中
の
本
物
の
科
学

者
で
す
。

　

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
実
験
を
説
明
致

し
ま
す
。
既
知
の
D
N
A
断
片（
長
さ

1
0
4
文
字
）
の
入
っ
た
水
溶
液
を
10

の
6
乗
倍
に
希
釈
し
ま
す
。
そ
の
希
釈

し
た
水
溶
液（
D
N
A
無
し
）
は
、
ベ

ン
ベ
ニ
ス
ト
博
士
の
技
法
を
踏
襲
し
た

方
法
に
よ
り
、
特
殊
な
電
磁
波
信
号

（
E
M
S
：
周
波
数
5
0
0
～
3
0
0
0

ヘ
ル
ツ
）
を
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

水
か
ら
放
射
さ
れ
て
い
る
電
磁
波
情
報

を
、
コ
イ
ル
を
使
っ
て
捕
捉
し
て
増
幅

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
、
デ
ジ

タ
ル
・
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
記
録
し
ま
す
。

「
サ
イ
エ
ン
ス
」
3
3
0
巻
2
0
1
0

年
12
月
24
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
モ
ン
タ

ニ
エ
博
士
の
言
葉

「
私
は
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
に
関
し
て
、
す

べ
て
正
し
い
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
私
が
今
言
え
る
こ
と
は
、
高
度

希
釈
の
現
象
は
正
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
何
か
を
高
度
希
釈
し
た
場
合
、
そ

こ
に
何
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
高
度
希
釈
水
溶
液
に
は
、

元
々
の
分
子
の
構
造
を
ま
ね
る
水
の
構

造
体
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
た

ち
は
D
N
A
を
用
い
て
、
こ
の
こ
と
を

発
見
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
で

使
わ
れ
て
い
る
極
め
て
高
度
な
希
釈
倍

率
の
元
で
は
、
こ
の
現
象
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
10
の
18
乗

倍
よ
り
も
さ
ら
に
高
度
に
希
釈
を
進
め

る
と
、（
D
N
A
に
由
来
す
る
）
信
号
は

失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
希
釈
水

溶
液
中
に
は
、
D
N
A
は
1
分
子
も
残

っ
て
い
な
い
と
計
算
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
10
の
18
乗
倍
に
希
釈

し
た
時
に
も
、
1
分
子
も
D
N
A
は
残

っ
て
い
な
い
と
計
算
さ
れ
る
の
で
す
が
、

こ
の
場
合
に
は
ま
だ（
D
N
A
に
由
来

す
る
）
信
号
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。」

　

特
殊
な
電
磁
波
（
E
M
S
）
を
発
す

る
よ
う
に
な
っ
た
D
N
A
溶
液
の
隣
に
、

純
水
が
入
っ
た
試
験
管
を
置
い
て
お
く

と
、
18
時
間
後
に
は
、
そ
の
純
水
が
同

じ
電
磁
波
信
号
（
E
M
S
）
を
発
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
現
象
が

起
こ
る
た
め
に
は
、
地
球
の
共
振
周
波

数
で
あ
る
シ
ュ
ー
マ
ン
周
波
数
の
存
在

が
必
須
で
あ
る
と
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
は

言
っ
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と
申
し
ま

す
と
、
こ
の
実
験
系
全
体
を
、
18
時
間

ミ
ュ
ー
メ
タ
ル
と
い
う
電
磁
波
を
遮
断

す
る
よ
う
な
金
属
の
容
器
で
覆
い
ま
す

と
、
こ
の
電
磁
波
は
出
ま
せ
ん
。
今
度

は
ミ
ュ
ー
メ
タ
ル
で
外
部
の
電
磁
波
を

す
べ
て
遮
断
し
た
状
態
で
、
内
部
に
シ

ュ
ー
マ
ン
周
波
数
を
発
生
す
る
人
工
的

な
装
置
を
入
れ
て
お
く
と
、
こ
の
現
象

が
起
こ
る
の
で
す
。

　

P
C
R（
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
）

と
い
う
の
は
、
P
C
R
反
応
液
に
少
な

く
と
も
1
分
子
の
D
N
A
が
存
在
す
る

と
、
そ
の
D
N
A
は
何
億
倍
に
も
増
幅

さ
れ
る
現
象
で
す
。
P
C
R
溶
液
に
1

分
子
も
D
N
A
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、

も
ち
ろ
ん
D
N
A
は
ま
っ
た
く
増
幅
さ

れ
な
い
。

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
D
N
A
溶
液
の

隣
に
置
い
て
、
同
じ
電
磁
波
信
号
（
E�

M
S
）
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
純
水

に
P
C
R
反
応
液
を
入
れ
る
と
、
な
ん

● ❹●



と
元
々
の
D
N
A
と
同
じ
長
さ
（
1
�0�

4
文
字
）
の
D
N
A
が
で
き
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
そ
の
文
字
配
列
を
調
べ
る

と
、
1
0
4
文
字
中
1
0
2
文
字
が
同

一
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。

こ
の
違
い
は
大
き
い
か
と
い
う
と
、
生

体
内
で
起
こ
る
D
N
A
の
複
製
で
も
、

同
じ
よ
う
な
確
率
で
ミ
ス
は
起
こ
り
ま

す
。
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
は
こ
の
実
験
を

22
回
繰
り
返
し
て
、
同
じ
結
果
が
得
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
研
究
は
、「
D
�N�

A
テ
レ
ポ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
ま

す
が
、
そ
の
理
由
は
右
の
実
験
だ
け
で

な
く
、
次
の
実
験
に
よ
り
ま
す
。

　

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
は
ベ
ン
ベ
ニ
ス
ト

博
士
が
行
っ
た
実
験
を
D
N
A
に
つ
い

て
、
行
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
に
い

る
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
が
D
N
A
水
溶
液

か
ら
発
す
る
電
磁
波
を
増
幅
し
た
後
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
記

録
し
ま
す
。
そ
の
フ
ェ
イ
ル
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
イ
タ
リ
ア
に
い

る
共
同
研
究
者
に
送
信
し
ま
す
。
イ
タ

リ
ア
で
は
そ
の
フ
ァ
イ
ル
を
音
楽
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
再
生
し
ま
す
。
末
端
が
ス

ピ
ー
カ
ー
で
は
な
く
コ
イ
ル
に
よ
り
D�

N
A
情
報
を
電
磁
波
信
号（
E
M
S
）

と
し
て
純
水
に
再
生
し
ま
す
。
そ
こ
に

P
C
R
反
応
液
を
加
え
る
と
、
P
C
R

（
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
）
に
よ
り
、

元
々
の
D
N
A
と
同
じ
配
列
の
D
N
A

が
回
収
さ
れ
た
の
で
す
。
通
常
で
は
絶

対
に
あ
り
得
な
い
現
象
で
す
。

　

量
子
物
理
学
者
の
故
エ
ミ
リ
オ
・
デ

ル
・
ジ
ュ
デ
ィ
チ
ェ
博
士
は
、
水
の
中

に
は
情
報
を
記
憶
す
る
量
子
力
学
的
な

シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
て
、「
コ
ヒ
ー
レ
ン

ト
・
ド
メ
イ
ン
」
と
い
う
説
を
発
表
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
実
験
で
す
が
、
特
定
の

D
N
A
に
由
来
す
る
電
磁
波
信
号
（
E�

M
S
）
を
発
し
て
い
る
水
を
ヒ
ト
培
養

細
胞
の
培
養
液
に
入
れ
ま
し
た
。
数
日

後
、
そ
の
ヒ
ト
培
養
細
胞
の
内
で
D
�N�

A
が
合
成
さ
れ
た
の
で
す
。
P
C
R
の

よ
う
な
人
工
的
な
反
応
を
用
い
な
く
と

も
、
生
き
て
い
る
細
胞
の
中
で
、
電
磁

波
情
報
か
ら
D
N
A
の
再
物
質
化
が
起

こ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
実
験
に
よ
り
、
以

下
の
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

◎
D
N
A
の
情
報
は
、
電
磁
波
信
号
と

し
て
、
水
に
転
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
こ
の
よ
う
に
し
て
水
に
転
写
さ
れ
た

D
N
A
の
情
報
は
、
再
物
質
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
波
動
水
を
用

い
た
波
動
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
、
本
物

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

ま
と
め
1

◎
21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
行
わ
れ
た
ポ

ラ
ッ
ク
博
士
と
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
研

究
に
よ
り
、
江
本
博
士
が
直
感
的
に
得

た
以
下
の
2
つ
の
結
論
が
正
し
い
こ
と

が
強
く
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

1
．
感
情
や
想
念
、
祈
り
な
ど
に
よ
っ

て
、
水
の
結
晶
構
造
が
変
化
す
る
こ
と

を
示
し
た
「
水
か
ら
の
伝
言
」
が
本
物

で
あ
る
こ
と
。

2
．
波
動
水
を
用
い
た
「
波
動
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
」
が
本
物
で
あ
る
こ
と
。

ま
と
め
2

1
．
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の
研
究

◎
こ
の
宇
宙
で
も
っ
と
も
根
源
的
な
自

然
現
象            

◎
火
（
か
）
と
水
（
み
）
の
神
仕
組
み

（
ひ
・
み
つ
）

2
．
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
の
研
究

◎
宇
宙
で
も
っ
と
も
複
雑
な
物
質
と
考

え
ら
れ
る
遺
伝
物
質
D
N
A
す
ら
も
水

は
記
憶
で
き
る
。

◎
1
つ
の
生
命
体
が
持
っ
て
い
る
全
遺

伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
す
ら
も
水
は
記
憶

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

◎
地
球
型
生
命
の
情
報
は
、
彗
星
の
氷

を
通
し
て
、
宇
宙
か
ら
水
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。

ま
と
め
3

◎
「
水
」
は
、
水
平
方
向
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
の
モ
ノ
を
他
の
す
べ
て
の
モ
ノ

と
繋
げ
、
垂
直
方
向
に
お
い
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
次
元
を
他
の
す
べ
て
の
次
元
と

繋
げ
る
「
多
次
元
媒
体
」
で
あ
る
。

※
垂
直
方
向
を
考
え
れ
ば
、「
水
は
神
の

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
る
」
と
言
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※
水
平
方
向
を
考
え
れ
ば
、「
私
た
ち

は
、
水
を
通
し
て
ひ
と
つ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
日
本
語
版
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
）
と
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
完
了
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❺ ●



平
成
27
年
5
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

第
1
部

君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇

宙
神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界

（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）

　
　
　
　
　

講
師　

水
華�
氏

�

（
神
技
点
描
画
家
）

　

今
、
点
描
画
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
水
華
と
申
し
ま
す
。
元
々
は

画
家
さ
ん
で
は
な
か
っ
た
私
が
、
な
ぜ

点
描
画
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
か
経
緯

を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
以
前
沖
縄
の
方
で
、
で
ダ
イ
ビ

ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
を
約
22
年
ほ
ど
経
営
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
あ
る

と
き
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
当
た
っ
た
ん
で

す
ね
。
皆
さ
ん「
青
の
洞
窟
」っ
て
聞
い

た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
?　

今
沖
縄

で
は
観
光
名
所
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
、
実
は
そ
れ
を
命
名
し
た
の
は
僕

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
観
光
雑
誌
や
広
告

に
載
せ
ま
し
た
ら
、
い
っ
き
に
観
光
客

が
倍
増
し
ま
し
て
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と

貧
乏
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

年
商
が
40
倍
く
ら
い
に
上
が
っ
た
ん
で

す
。
と
同
時
に
、
ぼ
く
の
鼻
も
天
狗
の

よ
う
に
グ
ン
グ
ン
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。

大
天
狗
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
天
狗

の
鼻
も
、
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
せ
ん
。

ポ
キ
ッ
と
折
ら
れ
る
日
が
来
た
の
で
す
。

　

と
言
う
の
は
、
簡
単
に
申
し
ま
す
と
、

詐
欺
に
遭
っ
た
ん
で
す
ね
。
当
然
、
財

産
は
全
部
失
い
、
倒
産
、
自
己
破
産
し

ま
し
た
。
今
は
こ
う
し
て
し
ゃ
べ
っ
て

い
ま
す
け
ど
、
当
時
は
変
装
し
て
逃
げ

回
っ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
逃

げ
て
も
逃
げ
て
も
結
局
は
逃
げ
ら
れ
な

い
の
で
、
崖
っ
ぷ
ち
に
立
っ
た
と
き
に
、

自
分
で
責
任
を
取
ろ
う（
死
の
う
）と
思

っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
た
ま
た

ま
僕
は
神
秘
的
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ブ
ロ
グ
も
書
き
始
め
ま
し
た
。

最
初
の
1
週
間
は
普
通
の
ブ
ロ
グ
で
し

た
が
、
1
週
間
目
か
ら
約
20
～
30
人
の

い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
ブ
ロ
グ
に

書
き
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ

の
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
リ
ー
に
な
り
、
そ
れ

ら
が
あ
っ
と
い
う
間
に
6
0
0
ス
ト
リ

ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
2
つ
の
出
来
事
が
あ
っ
て
、

次
に
知
人
か
ら「
絵
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
来
な
い
?
」
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
点
描
画
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

僕
は
絵
は
ま
っ
た
く
興
味
は
な
い
し
、

才
能
も
な
い
し
、
中
学
校
以
来
描
い
た

こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
た
だ
時
間

だ
け
は
一
杯
あ
っ
た
の
で
、
誘
わ
れ
る

が
ま
ま
に
行
き
ま
し
た
。
当
然
描
け
な

い
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
3
日
後
、
ま
た
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

「
お
前
も
描
い
て
み
ろ
。」
と
い
う
よ

う
な
声
で
し
た
が
、「
描
け
る
わ
け
な

い
じ
ゃ
ん
」
と
即
答
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
て
、
も
う
一
回
声

が
入
っ
て
き
ま
し
た
。「
い
い
か
ら
描
け

よ
!
」
と
。
さ
す
が
に
そ
の
と
き
に
は
、

「
分
か
り
ま
し
た
!
」
と
い
う
こ
と
で
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
と
紙
を
買
い
に
行
き
ま
し

た
。
最
初
に
点
を
ト
ン
ッ
と
打
っ
た
の

が
、
2
0
1
2
年
の
6
月
で
あ
り
ま
す
。

　

最
初
の
2
ヶ
月
半
か
ら
3
ヶ
月
ぐ
ら

い
の
間
で
、
約
60
作
品
ぐ
ら
い
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、
12
時

間
～
15
時
間
、
体
が
疲
弊
し
て
動
か
な

く
な
る
ま
で
描
き
続
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
僕
が
描
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ

う
い
う
映
像
を
見
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
を

な
る
べ
く
忠
実
に
お
出
し
し
て
い
る
と

い
う
感
覚
で
す
。
で
す
の
で
、
下
書
き

も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
タ
イ
ト
ル
も
つ
け

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
的
に
見
せ

ら
れ
た
映
像
を
ガ
ー
ッ
と
描
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
出
来
上
が
っ
た
ら
執
着
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
絵
を
携
帯
で
撮
っ
て
、
東
京
の

知
人
に
送
っ
た
ら
、
彼
が
な
ぜ
か
感
動

し
て
、「
東
京
に
お
い
で
よ
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
彼
は
、
仙
台
の
ヨ
ガ

の
大
き
な
大
会
の
舞
台
美
術
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
「
仙
台
も
一
緒
に
行
こ
う
よ
!
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
僕
も
「
行
く
」
と

言
っ
て
、
彼
と
の
打
合
せ
の
と
き
に
な

ぜ
か
僕
は
、「
片
道
の
切
符
だ
け
で
い

い
で
す
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

　

2
人
で
仙
台
に
行
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
や
り
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
彼
が

僕
の
作
品
を
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
し
て
く

れ
て
、
ブ
ー
ス
に
置
い
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
仙
台
の
若
者
が
そ
の
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
を
見
て
、「
何
す
か
、
こ
れ
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は
!
」
と
い
う
感
じ
で
感
動
し
、
購
入

し
て
く
れ
ま
し
た
。
連
絡
先
も
交
換
し

ま
し
た
。
そ
の
後
東
京
に
戻
り
、
い
ろ

い
ろ
ご
縁
が
繋
が
り
ま
し
て
、
仏
教
画

家
の
い
そ
は
た
よ
し
の
ぶ
先
生
が
僕
の

絵
に
感
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
浅
草
橋

で
2
人
展
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
個
展
の
最
中
に
、
例
の
仙
台
の

若
者
か
ら
連
絡
が
あ
っ
て
、
結
婚
式
で

そ
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
配
っ
た
ら
、
友

人
達
が
、
葉
書
を
見
た
だ
け
で
く
ら
く

ら
す
る
、
な
ん
か
泣
き
そ
う
に
な
る
、

眠
く
な
る
等
、
い
ろ
い
ろ
な
反
応
が
あ

っ
た
の
で
、「
こ
の
絵
は
何
で
す
か
?
」

と
い
う
電
話
で
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

電
話
で
は
い
ち
い
ち
説
明
で
き
な
い
の

で
、「
そ
れ
な
ら
仙
台
で
個
展
を
し
よ
う

よ
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
?
」
と
答
え
ま

し
た
。
若
者
の
知
人
宅
の
倉
で
個
展
を

催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
表
参
道
の
画
廊
で
も
個
展

を
や
ら
せ
て
も
ら
い
、「
そ
こ
に
来
ら

れ
た
女
性
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
さ
ん
が

「
銀
座
で
個
展
を
や
ら
な
い
?
」
と
オ
フ

ァ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
銀
座
で
の
個
展

は
1
週
間
で
1
0
0
万
円
位
か
か
る
の

で
、
一
瞬
戸
惑
い
ま
し
た
が
、「
お
金
は

い
い
よ
」と
い
う
こ
と
で
、
三
越
か
ら
歩

い
て
3
分
位
の
一
等
地
で
個
展
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
池
袋
の
画

廊
の
方
が
来
ら
れ
て
、
そ
ち
ら
で
も
個

展
を
開
き
、
さ
ら
に
仙
台
の
宮
城
県
美

術
館
で
初
の
原
画
展
を
催
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
感
じ
で
こ
れ
ま
で
20
回
位
あ

ち
こ
ち
で
個
展
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
僕
は
2
年
8

ヶ
月
位
前
に
沖
縄
か
ら
上
京
し
ま
し
た

が
、
1
度
も
沖
縄
に
帰
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
間
、
マ
ン
ス
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
、
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ

テ
ル
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で

も
作
品
が
二
十
数
点
出
来
上
が
っ
て
お

り
ま
す
。

　

途
中
で
絵
の
感
じ
が
が
ら
っ
と
変
わ

り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
途
中
ま
で
は

黒
い
特
注
し
た
紙
に
0
・
5
㎜
と
か

0
・
35
㎜
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
点
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。
途
中
か
ら
は
白
い
キ
ャ

ン
パ
ス
生
地
に
背
景
か
ら
埋
め
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
生
地
に
、
黒
い
ボ
ー
ル
ペ

ン
の
点
で
全
部
埋
め
ま
す
。
青
→
黒
→

青
→
黒
→
白
→
青
→
黒
→
赤
→
黒
の
よ

う
に
、
7
層
か
ら
10
層
く
ら
い
埋
め
ま

す
。

　

そ
の
上
に
本
体
は
30
層
～
50
層
位
点

を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
山
ほ
ど
点
を
重

ね
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
度
は
1
0
0

号
（
1
8
0
セ
ン
チ
位
×
1
6
0
セ
ン

チ
位
）
の
大
作
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
の
12
月
ま
で
1
年
3
ヶ
月
間
位

は
、
ず
っ
と
1
0
0
号
ば
か
り
を
描
か

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
1
0
0
号
は
全

部
で
9
枚
で
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
1

番
大
き
い
1
3
0
号
と
い
う
の
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
超
強
制
労
働
な
の
で
、

半
年
間
で
5
度
ぎ
っ
く
り
腰
を
や
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
1
0
0
号
は
卒
業
し

て
、
現
在
は
6
号
サ
イ
ズ
で
描
い
て
お

り
ま
す
。
身
体
は
も
の
す
ご
く
楽
に
な

り
、
1
0
0
号
に
注
い
で
い
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
小
さ
な
サ
イ
ズ
に
集
中
し
て
描

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

仙
台
の
宮
城
県
美
術
館
で
原
画
展
を

や
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
、
い
ろ
い

ろ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、「
も
う
、
仙

台
か
ら
原
画
を
放
出
し
な
さ
い
。」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

画
廊
の
方
や
画
商
の
方
か
ら
、「
こ
の

絵
は
将
来
も
っ
と
価
値
が
上
が
る
か
ら
、

原
画
は
売
ら
な
い
方
が
よ
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
個
展
の
度
に
点
描
画
の
値

段
が
上
が
っ
て
い
き
、
東
京
で
あ
る
画

商
さ
ん
が
1
0
0
号
の
原
画
に
つ
い
て
、

7
0
0
0
万
円
と
い
う
値
段
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
は「
原

画
を
売
り
な
さ
い
、
し
か
も
半
額
以
下

で
」
と
言
わ
れ
、「
は
い
は
い
、
分
か
り

ま
し
た
」
と
言
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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絵
が
ほ
し
い
方
に
は
未
来
系
の
支
払
い

方
法
の
手
段
を
と
り
ま
し
た
。
月
々
払

え
る
額
で
払
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
な
人
々
と
の
出

あ
い
が
あ
り
、
銀
座
の
個
展
の
チ
ラ
シ

を
見
て
、
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
美
術
協
会 

の
白
尾
勇
次
会
長
か
ら
、
お
電
話
が
あ

り
、
お
宅
に
呼
ば
れ
、
他
の
作
品
も
お

見
せ
し
ま
し
た
ら
、
感
動
し
て
く
だ
さ

っ
て
、「
う
ち
の
会
に
ひ
と
つ
作
品
を
出

し
て
く
れ
な
い
か
ね
」
と
い
う
こ
と
で
、

出
し
ま
し
た
ら
、
賞
を
戴
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
、
会
長
さ
ん
か
ら
、「
う
ち

の
会
員
に
な
ら
な
い
か
ね
」
と
言
わ
れ
、

言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
会
員
に
な
り
ま
し

た
。
会
員
に
な
っ
て
3
か
月
後
に
、
上

野
美
術
館
に
1
0
0
号
の
作
品
を
出
し

ま
し
た
ら
、
今
度
は
会
長
、
副
会
長
が

来
ら
れ
て
、「
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
」

と
言
わ
れ
、
お
受
け
致
し
ま
し
た
。

　

後
で
調
べ
ま
し
た
ら
、
普
通
絵
の
世

界
で
は
、
一
般
参
加
で
実
力
を
認
め
ら

れ
る
ま
で
に
何
年
か
か
か
り
、
準
会
員
、

会
員
に
な
る
ま
で
、
10
年
か
ら
12
年
位
、

委
員
に
な
る
ま
で
は
、
15
年
と
か
20
年

と
か
、
か
か
る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
何

を
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、
僕
が
最
初

に
お
話
し
し
ま
し
た
、
神
秘
的
な
体
験

と
い
う
の
が
、
後
々
に
活
か
さ
れ
る
の

で
す
ね
。

　

簡
単
に
言
い
ま
す
と
、「
お
任
せ
す
る

と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
結
果
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
な
い
で
、
過
程
を
ワ
ク
ワ
ク
し

て
楽
し
む
」
み
た
い
な
感
じ
で
す
。
そ

う
し
ま
す
と
、
結
果
ワ
ク
ワ
ク
の
結
果

が
ど
ん
ど
ん
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
僕
と
か
一
般
の
常
識
の
予
想
を
遙

か
に
超
え
た
感
じ
で
、
加
速
し
て
行
っ

て
る
か
な
、
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

昨
年
、（
株
）ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
の
社
長

さ
ん
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
著
書『
君

を
見
放
し
た
り
は
し
な
い 

宇
宙
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
神
技
点
描
画
家「
水
華
」
の
世

界
』
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
後
、
著
書
紹
介
と
点
描
画
の

　

D
V
D
が
紹
介
さ
れ
る
。

ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
石
井
社
長
の
言
葉

「
こ
の
本
は
点
描
画
は
も
ち
ろ
ん
、
文

章
も
た
だ
者
で
は
な
い
。」

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
一
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

死
ぬ
べ
き
人
間
か
ら
死
な
な
い

人
間
へ

　
　
　

講
師　

梶
原　

和
義�

氏

と
き　
　

平
成
28
年
7
月
16
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

梶
原
和
義
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

名
古
屋
市
に
生
ま
れ
る
。

長
年
、
般
若
心
経
と
聖
書
の
研
究
に
没

頭
。

十
三
年
間
、
都
市
銀
行
に
勤
務
後
、
退

職
し
て
事
業
を
始
め
る
。

現
代
文
明
の
根
源
を
探
る
た
め
、
ユ
ダ

ヤ
人
と
親
交
あ
り
。

「
永
遠
の
命
」
に
つ
い
て
の
講
話
活
動

を
関
西
で
行
っ
て
い
る
。
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聖
書
研
究
会
主
幹
の
故
村
岡
太
三
郎
先

生
に
師
事
し
、
般
若
心
経
と
聖
書
の
根

本
思
想
に
つ
い
て
、
多
く
の
事
を
学
ぶ
。

又
、
村
岡
太
三
郎
先
生
と
共
に「
般
若

心
経
と
聖
書
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
全

国
で
の
講
演
活
動
に
参
加
し
た
。

人
間
は
絶
対
に
死
ぬ
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
他
方
で
絶
対
に
死
に
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
一
体

ど
う
い
う
事
で
し
ょ
う
か
?

こ
れ
は
車
を
運
転
す
る
場
合
に
、
ア

ク
セ
ル
を
い
っ
ぱ
い
に
踏
ん
で
い
る
と

同
時
に
、
ブ
レ
ー
キ
を
い
っ
ぱ
い
踏
ん

で
い
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ア
ク
セ
ル
を
い
っ
ぱ
い
に
踏
ん
で
、
同

時
に
ブ
レ
ー
キ
を
い
っ
ぱ
い
踏
ん
だ
ら
、

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
?

人
間
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い

る
の
で
す
。だ
か
ら
人
間
生
活
に
は
様
々

な
苦
し
み
、
悲
し
み
、
悩
み
、
矛
盾
、

争
い
、
喧
嘩
、
詐
欺
、
強
盗
、
傷
害
、

汚
職
、
失
業
、
倒
産
、
病
気
が
絶
え
な

い
の
で
す
。

人
間
は
死
ぬ
た
め
に
生
ま
れ
た
の
で

は
な
い
。
誰
で
も
、
生
ま
れ
た
時
に
は

死
な
な
い
命
で
生
ま
れ
た
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
3
歳
頃
に
母
親
が
、
自
分
で

食
べ
な
さ
い
、
自
分
で
歩
き
な
さ
い
、

自
分
で
着
な
さ
い
と
、
盛
ん
に
自
分
で
、

自
分
で
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
自

分
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
確
信
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
て
、
目
に

見
え
る
も
の
が
絶
対
に
あ
る
と
思
い
込

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
い
わ

ゆ
る
物
心
で
す
。

物
心
が
絶
対
で
あ
る
。
物
心
が
自
分

で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
が
、
人
間
が
死
ん
で
い
く
根

本
原
因
で
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

関
英
男
先
生
が
、「
日
本
サ
イ
科
学

会
」
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
サ
イ
と
言

う
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
魂
の
頭
文
字

で
す
。
魂
が
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

世
界
中
の
人
に
魂
と
言
う
こ
と
が
、
全

く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
が
で
き

て
か
ら
、
魂
の
実
体
を
究
明
し
た
人
が

い
な
い
の
で
す
。
私
は
根
気
よ
く
探
究

し
た
結
果
、
魂
の
実
体
が
分
か
り
ま
し

た
。
実
は
、
魂
が
死
な
な
い
命
の
実
体

で
す
。
魂
の
実
体
が
分
か
れ
ば
、
死
な

な
く
て
も
よ
い
の
で
す
。
関
英
男
先
生

は
こ
の
事
が
直
感
的
に
分
か
っ
て
い
た

で
し
ょ
う
。
だ
か
ら「
日
本
サ
イ
科
学

会
」を
設
立
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

残
念
で
す
が
、
関
先
生
は
魂
の
実
体

を
は
っ
き
り
究
明
さ
れ
る
前
に
、
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
は
っ
き
り
究

明
さ
れ
る
た
め
の
時
間
が
な
か
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。
幸
い
に
し
て
、
私
に
は

そ
れ
を
は
っ
き
り
究
明
す
る
時
間
と
手

段
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
究
明

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
日
、
こ

れ
を
皆
さ
ん
に
は
っ
き
り
申
し
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

最
近
、
時
々
起
こ
っ
て
い
る
事
件
で

す
が
、
東
南
ア
ジ
ア
に
旅
行
中
に
、
知

ら
な
い
間
に
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
中
に

麻
薬
が
入
っ
た
袋
を
入
れ
ら
れ
た
と
い

う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
帰
り
の
空
港

で
税
関
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
麻
薬

が
入
っ
て
い
る
袋
が
見
つ
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
人
は
、
全
く
知
り
ま
せ
ん
。

全
く
身
に
覚
え
が
あ
り
ま
せ
ん
と
執
拗

に
、
執
拗
に
言
っ
た
の
で
す
が
、
聞
き

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
う
と
う
裁
判
に
な
り
、
死
刑
の
判

決
が
下
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
実
際
に

起
こ
っ
た
事
件
で
す
。

人
間
は
死
に
た
く
な
い
の
に
死
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
の
文
豪
、
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
は
、
す
べ
て
の
人
間
は
、

無
期
懲
役
刑
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て

い
る
の
で
す
。
刑
務
所
に
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
絶
対
に
死
ん
で
し
ま
う
と

い
う
の
は
、
無
期
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ

た
人
と
同
じ
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の

で
す
。

こ
の
こ
と
を
、
皆
さ
ん
は
お
か
し
い

と
思
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
?　

皆
さ

ん
は
、
無
期
懲
役
刑
に
な
る
よ
う
な
悪

い
こ
と
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
?　

そ

う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、

私
は
こ
れ
は
絶
対
に
冤
罪
だ
と
思
う
の

で
す
。

皆
さ
ん
は
、
袴
田
事
件
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
。
あ
る
会
社
の
従
業
員
で
あ
っ

た
袴
田
巌
さ
ん
が
、
そ
の
会
社
の
専
務

家
族
の
4
人
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
の
犯

人
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
袴
田

さ
ん
は
全
く
身
に
覚
え
が
な
い
と
強
く

主
張
し
た
し
た
の
で
す
が
、
聞
き
入
れ

●❾ ●
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ら
れ
ず
に
、
死
刑
の
判
決
を
受
け
た
の

で
す
。

袴
田
さ
ん
は
そ
の
事
件
に
全
く
関
与

し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
私
は
や
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
を
49
年
間
言
い
続
け

た
の
で
す
。
そ
う
し
て
や
っ
と
再
審
が

開
始
さ
れ
ま
し
て
、
79
歳
に
な
っ
て
無

罪
が
確
定
し
て
、
釈
放
さ
れ
た
の
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
無
期
懲
役
刑
に
な
る
よ

う
な
犯
罪
行
為
を
し
た
の
で
し
ょ
う

か
?　

絶
対
に
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
冤
罪
で
す
。
こ
れ
を

正
々
堂
々
と
訴
え
た
ら
い
い
の
で
す
。

入
れ
ら
れ
た
麻
薬
は
私
の
物
で
は
な

い
。
入
れ
ら
れ
た
麻
薬
と
は
何
か
。
物

心
で
す
。
物
心
と
は
何
か
?　

自
我
意

識
と
現
象
意
識
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
自

我
意
識
も
現
象
意
識
も
、
自
分
の
も
の

で
は
な
い
。
両
親
、
世
間
が
勝
手
に
私

た
ち
に
押
し
込
ん
だ
の
で
す
。
自
我
意

識
も
現
象
意
識
も
、
自
分
の
も
の
で
は

な
い
。
固
有
名
詞
の
自
分
、
世
間
の
常

識
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
自
分
は
本
当

の
自
分
で
は
な
い
と
、
強
く
主
張
し
た

ら
よ
い
の
で
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
自
分
、
物
心
が

つ
い
て
い
な
い
自
分
は
、
死
な
な
い
自

分
で
す
。
こ
れ
は
宇
宙
の
命
に
よ
っ
て

生
ま
れ
て
き
て
、
宇
宙
の
命
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
自
分
で
す
。
宇
宙
の

命
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
者
は
、

絶
対
に
死
な
な
い
の
で
す
。
宇
宙
の
命

は
絶
対
に
死
に
ま
せ
ん
か
ら
、
宇
宙
の

命
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
赤
ん
坊

も
、
死
な
な
い
の
で
す
。

赤
ん
坊
の
時
に
帰
っ
た
ら
よ
い
の
で

す
。
物
心
が
つ
い
た
自
分
を
捨
て
て
、

魂
の
自
分
に
帰
っ
た
ら
い
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
ら
、
人
間
は
死
な
な
く
な
る

の
で
す
。

今
、
全
世
界
に
73
億
の
人
間
が
い
る

と
、
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
世
界
一

周
旅
行
を
2
回
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
、

中
東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
南

米
、
中
南
米
、
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア

ニ
ア
の
国
々
を
回
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
っ
き
り
分
か
っ
た
こ
と
は
、
全

世
界
の
人
間
は
、
同
じ
五
官
、
同
じ
生

理
機
能
、
心
理
機
能
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

世
界
中
の
信
号
機
は
、
日
本
と
同
じ

で
し
た
。
全
て
の
車
は
赤
で
と
ま
り
、

青
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
あ
る
国
の

人
で
、
赤
が
青
く
見
え
て
、
青
が
赤
く

見
え
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
た
ち
ま
ち

事
故
が
起
き
る
で
し
ょ
う
。
全
て
の
人

が
、
赤
が
赤
く
見
え
て
、
青
が
青
く
見

え
る
か
ら
、
信
号
系
統
が
ス
ム
ー
ス
に

運
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
世
界
中
の

人
間
の
生
理
機
能
が
同
じ
で
す
か
ら
、

日
本
人
が
旅
行
中
に
病
気
に
な
れ
ば
、

ど
こ
の
国
の
病
院
で
も
治
療
し
て
も
ら

え
る
の
で
す
。
も
し
日
本
人
の
生
理
機

能
が
他
の
国
の
人
間
の
生
理
機
能
と
違

っ
て
い
た
ら
、
日
本
人
は
日
本
に
帰
っ

て
治
療
を
受
け
な
い
と
い
け
な
い
の
で

す
。世

界
中
の
ど
こ
の
国
で
発
明
さ
れ
た

薬
で
も
、
日
本
で
使
え
ま
す
。
ま
た
、

日
本
で
発
明
さ
れ
た
薬
は
、
世
界
中
ど

こ
で
も
使
え
る
の
で
す
。
こ
れ
は
世
界

中
の
人
間
の
生
理
機
能
は
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。

世
界
中
の
人
間
の
生
理
機
能
、
心
理

機
能
、
五
官
は
同
じ
で
す
。
実
は
、
聖

書
は
こ
れ
を
イ
エ
ス
と
言
っ
て
い
る
の

で
す
。
こ
れ
が
聖
書
の
秘
密
な
の
で
す

が
、
イ
エ
ス
と
は
ア
ラ
ミ
語
で
イ
エ
ー
・

ズ
ー
・
ス
ー
と
言
い
ま
し
て
、
イ
ン
マ

ヌ
エ
ル
、
神
が
共
に
い
る
と
い
う
意
味

で
す
。
実
は
、
心
理
機
能
、
生
理
機
能
、

五
官
は
、
神
の
形
に
作
ら
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
神
自
身
が
心
理
機
能
、
生
理
機

能
、
五
官
に
化
け
て
い
る
の
で
す
。
こ

れ
が
魂
の
実
体
で
す
。
だ
か
ら
、
魂
の

実
体
が
分
か
れ
ば
絶
対
に
死
な
な
い
の

で
す
。
神
、
宇
宙
の
命
は
絶
対
に
死
に

ま
せ
ん
か
ら
、
魂
は
絶
対
に
死
な
な
い

の
で
す
。

イ
エ
ス
は
言
っ
て
い
ま
す
。「
生
き
て

私
を
信
じ
る
者
は
、
絶
対
に
死
な
な
い
」

イ
エ
ス
が
死
な
な
い
命
を
持
っ
て
い
た

の
で
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
て
殺
さ
れ

ま
し
た
が
、
3
日
目
に
復
活
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
全
て

の
人
の
死
ぬ
べ
き
命
を
、
死
な
な
い
命

に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
証

拠
が
3
つ
あ
る
の
で
す
。
日
曜
日
と
西

暦
紀
元
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
。
こ
れ
が

全
て
の
人
間
の
命
が
死
な
な
い
命
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
、
証
明
し
て
い
る
の

で
す
。

人
間
は
不
可
能
な
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
の
で
す
。
か
つ
て
空
を
飛
ん
で
み

た
い
と
い
う
人
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

考
え
た
人
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、
飛
行
機
に

な
っ
て
実
現
し
て
い
る
の
で
す
。
毎
日

5
0
0
0
機
以
上
の
飛
行
機
が
、
世
界

中
に
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

（
13
頁
に
続
く
）
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL）� ・・・・・・・190 円� �（80 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974：英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � FAX�047-330-4091

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、
聞くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間
は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の
スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取
れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分1,500円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」
で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・パ
ソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文はメールまたはFAXで、下記のメールアドレス（またはFAX番号）に、「201※年
○月○○○○氏講演録音購入希望」と記して、郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて、
御注文願います。2週間以内に発送致します。

お支払いは、到着後同封の郵便振替用紙で8日以内にお振り込みいただければ、結構です。
　　　E-mail�office21@psij.mail-box.ne.jp　　FAX�047-330-4091

2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松	瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出	治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12	 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10	 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14	 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8	 ホンマシュウジ氏「	未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14	 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
2012/11/10	 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12	 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9	 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
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私
は
以
前
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
よ
う

な
小
型
の
機
械
に
よ
っ
て
何
時
で
も
、

誰
と
で
も
話
が
出
来
た
ら
、
い
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
希
望
が
、
見
事

に
携
帯
電
話
に
な
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

月
に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
と
ん
で
も

な
い
願
望
が
、
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
に
よ
っ

て
実
現
し
た
の
で
す
。

人
間
は
不
可
能
な
こ
と
は
考
え
ま
せ

ん
。
可
能
性
が
あ
る
か
ら
考
え
る
の
で

す
。空

を
飛
ん
で
み
た
い
。
ど
こ
か
ら
で

も
、
誰
と
で
も
話
が
し
た
い
と
思
っ
た

人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
実
現
し
た
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
死
に
た
く
な
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
全
世
界
73
億
人
の
72
億
人
以
上

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
が
熱

望
し
て
い
る
な
ら
、
必
ず
実
現
す
る
と

思
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
て
、
辛
抱
強

く
探
究
し
た
結
果
、
と
う
と
う
死
な
な

い
命
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
、
死
な
な
い
命
を
見
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
つ
て
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が
、
地
球

は
太
陽
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
と
、
初

め
て
言
い
ま
し
た
。
地
動
説
を
唱
え
た

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
彼
は
捕
ま
え

ら
れ
て
、
火
炙
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て

死
刑
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

人
々
は
、
太
陽
が
地
球
の
周
り
を
回
っ

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
天
動
説
を
固
く
信

じ
て
い
た
の
で
す
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
が

従
来
の
人
々
の
考
え
と
正
反
対
の
こ
と

を
言
い
出
し
た
の
で
、
神
を
冒
涜
す
る

も
の
と
し
て
、
死
刑
に
な
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
?　

世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、

地
動
説
を
信
じ
て
い
る
の
で
す
。
地
球

が
太
陽
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
の
を
実

際
に
見
た
事
が
な
い
の
に
、
ほ
と
ん
ど

人
が
地
動
説
を
信
じ
て
い
る
の
で
す
。

私
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
実
現
で
き

る
と
、
確
信
し
て
い
ま
す
。
72
億
人
以

上
の
人
が
死
に
た
く
な
い
と
願
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
の
願
い
は
必
ず
実
現

す
る
と
確
信
し
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
11
名
、
計
22
名
で
あ
っ
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail�office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�

百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏



クラから、イメージを活用して「気、プラナ」を（射
出）放出させて、オーブとの同調、または情報交
換を行うことになる。イメージには「意念､ 図形、
色､ 音、光等」があり、テレパシーを併用する。
この時、生体内を流れる電流値が高いと、射出

（放出）も強くなるので、この面での配慮が必要
になる。また同時に波動を高める（高次元に上昇
させる）ことが望まれている。

オーブ（たまゆら）は、大気中を、気圧や電
界の影響を受けながら、浮遊しながら、重力に

よって降りてくる。空気中には様々な微小浮遊
物（埃、塵芥、エアゾール、水蒸気など）が存
在していて、多くのものは帯電している。それ
らの中には図1のPSI-spin群の集団も含まれて
いる。地上にいる撮影者から射出（放出）され
る「気（サイ）」と同種のPSI-spin群集団を持つ
もののみが、オーブ（たまゆら）として写真に写
り込む事になるのであろう。

（紙数の関係から､ 図1は、省略させていただき
ます）

● �●

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根 

和
郎 

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦 

西
平 

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林 

信
正 

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川�
允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

の
一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!

縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

 

O

 

D

 
E
 S 

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華�

氏
「
君
を
見
放
し
た

り
は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
田 

欽
子 

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井 

香
譲 

氏

「 

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木 

茂
美 

様

　

講
師　

佐
藤 

禎
花 

氏

　

講
師　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木 

晃 

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田 

祐
美
子 

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野 

貴
美
子 

氏

「
意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で
き

る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林 

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「
7 .8 

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

　

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球
外
知

　

的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙
人
（
宇
宙

　

人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

藤
枝 

伸
二 

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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外線、電波の一部、である事が知られている。
他方、地表面は（−）に帯電（静電気）しており、
上空にある電離層下部との間にある大気空間
は、約30万Vと言われる大気電界（地球コンデ
ンサー）につつまれている。以上の諸障害層を
突き抜けて、どの様な状態で、オーブ（たまゆ
ら）が、我々のカメラに写る事に成るのであろう
か、オーブの実体は何か？

さきに、オーブ（たまゆら）のモデル（図1、
仮定）を別報にしめした。微細身素粒子、陰・
陽電子（または陰・陽イオン）が「巴型の組合」
状に形成されており、全体としてはほぼ中和状
態になっている。つまり、それぞれは陰・陽の
PSI-spin群の集合体である。なお、微細身素
粒子とは、オーラ（プラナ、サイ、気）のことで
あり、体内を流れる「気」が体外に射出されて、
卵球状に身体を取り巻く（オーラ状に、生命エ
ネルギー）波動で、東洋医学で慣用されている
生命エネルギーの実体のことである。現在、こ
の一部は指尖脈波として実測されている（別報
参照：（株）TAOS社、BACS）。

なお、オーラは多重多層の「たまねぎ」の皮
状（7～9層）の階層構造になっており、実務家・
理論家の諸説を総合した推定値として1010 ～
1080Hz内に、階段状に、存在している（例、関
英男、グラビトニックス参照）、（次元が上昇す
る）。さらに、オーラは人の指紋と同様な個性

（個別化）をもっていて、高周波数（短波長）に
なる程、より高級霊（宇宙神）オーラに近づいて
ゆく、またオーブの実体（図1）は肉体からは離
れて、空間に存在する事も可能であり、人の死
後も継続して存在し続けている、と判断してい
る。しかし、残念ではあるが、現代科学では実
測困難である。図1のオーブモデルのうち、割
合に短波長（高周波数）で、割合にパワーの強
い微細身素粒子が牽引役となって、各種のサイ

（たまゆら）群またはオーブ（陰・陽プラズマ群、
PSI-spin対群）（図1参照）を、マクロ・PKを介
して、地上に導き、写真に写るのであろう。

話を地上に戻す。詳細な機構は不明である
が、オーブ（たまゆら）は地上付近の大気中の
近赤外線域に潜んでおり（活性化エネルギー
1.38eV）、またオーブ（たまゆら）は水との親和
力が高いので、別報の考察によると、水を電離

して得られるH（+）イオンの近赤外線域のエネ
ルギーが主要な働きをしている様子である。以
上から、推定ではあるが、オーブ（たまゆら）が
宇宙から地上にやってくる可能性は高いといえ
る。つまり、特殊オーブ（たまゆら）は、宇宙神
の投影であるかも知れない。

3．生体とオーブ（たまゆら）のコンタクト
上の（1）として、オーブと生体（意識）とのコン

タクトを、地上にいる人間側からみる場合につい
て検討する。実験結果を見ると、意識と体外に
あるオーブとは情報交換（意識と体外の物質との
間）をしているので、これはマクロPKの一種で
あると言えよう。例えば「たいこ」を叩いても「TV
の画面」は乱れない。同種の間にのみ、同調・共
鳴、共振がおきてくる。という訳で、オーブ（た
まゆら）と同種のものを、生体から放出させる必
要がある。図1のモデルにおいて、PSI-spin群
に関係が深いものは、素粒子（光）と体内を流れ
る気（サイ、オーラ、プラナ）である。東洋医学
によると、皮膚の表面には7個所のエネルギー・
センターがあり、これをチャクラと呼んでいる。

チャクラにはエネルギーの変換（物理・意識
とサイ、ミクロとマクロ等）、伝達、放出等の機
能がある。下から（1）根チャクラ、（2）脾臓チャ
クラ、（3）臍チャクラ、（4）心臓チャクラ、（5）咽
喉チャクラ、（6）眉間チャクラ、（7）王冠チャクラ、
と呼んでいる。つまり、次第に次元が上昇し（三
次元から上に）、波動の周波数が増加し、物質
は軽くなる（オーラの多重多層構造の項、参照）。

（1）、（2）のチャクラは波動でいえば周波数が低
く、波長は大である。これらは、エーテル層、ア
ストラル層を意味しており、三次元世界に関係
が深い。（3）はマニプラ・チャクラとも云い、ESP

（感覚外知覚）を支配している。（4）はアナハタ・
チャクラとも云い、PK（念力）能力に関係が深い
といわれている。瞑想などの訓練を積むことに
よって、自らの意識と波動を変える事が出来（ラ
イト・ボデイ化）、次第に次元の上昇が可能に
なってくる。訓練は、呼吸法を用いて自律神経
をコントロールする事からはじまる。例えば、脳
波をβ波、α波、θ波、δ波、へと次第に下げて、
θ波に近づける。つまり意識を変容させて変性
意識状態（ASC）付近に導く。そして、（4）のチャ



1．はしがき
実験結果から推定すると、（1）オーブ（たまゆ

ら）は、生体内を流れる「気」に同調して、出現
してくる。（2）オーブ（たまゆら）は巨視的な物質
でありながら同時に素粒子類似の性質を持って
いる（別報参照）。他方、（3）オーブは、地球外
の知的生命体ならびに宇宙神の投影であるとい
う主張がある。しかし、これらを総合的に説明
する試みや機構（モデル）は存在していない様
子である。つまり、これらの理由は不明のまま
である。そこで今回は、（3）と（1）を検討する事
にした。つまり、オーブの総合的な機能解明の
為の初歩的な第一段階の検討を、本稿で試みる
ことにする。

2．天から来るオーブ（たまゆら）
上の（3）を検討する。静的ならびに動的オー

ブの実測・実験結果によると、望遠カメラをズー
ムに拡大して観測・撮影できる極小粒の芽オー
ブには赤、乳白色、キイロなどの色付きオーブの
場合が多い。他方、「ニュートン（Newton）」誌
には、それらに類似した天体（星）が数多く紹介
されている。一見すると、両者の区別が出来ず、
オーブは天体の一種かなと間違ってしまう（思わ
せる）程である。しかし星の運行には季節や時
間、大きさ形状、動く速度などに一定の規則性
があるので、オーブとは別物であることはすぐ解
る。本稿で扱うオーブは、地表面上の近くで観
測されており、環境や意識的な諸条件等を注意
深く整える事によって撮影が可能になってくる。

宇宙は真空に満たされており、その中にある
物質は総てがプラズマの状態で存在している。

また宇宙空間では、高エネルギーの宇宙線が飛
び交わっており、その主成分は陽子や中性子な
どの原子核成分であるという。はじめに、オー
ブがプラズマとして、または宇宙線（放射線、
波動）として、地球にやってくる場合を想定し
て検討する。我々は、地表上の3次元（時間を
入れて4次元）空間で、空気層に包まれて、毎
日の生活を営んでいる。

そこで生活するのに最も大きな影響を持って
いる「太陽」から下の宇宙空間を検討・考察の
対象にする。巨視的に見ると、地球には、太陽
から高温で電離した太陽風（フレヤー）が吹き
付けてくるが、地球は一個の巨大な磁石なので、
この磁気作用によって上部空間に地球磁気圏
を幾重にも形成して、有害なフレヤー（太陽風、
荷電粒子）の進入を防いでいる。

つぎに、地球磁気圏よりも遙か下の、または
地球の上空（高さ約200～400km）には電離層

（紫外線の電離作用による電子）、さらに100km
にも電離層があり、宇宙からくる様々な有害な
ガンマー線、X線等の電気磁気波を吸収、反射
し、一部は通過させている。また、地球上空に
はオゾン層（高さ約20km､ 酸素）が有り、宇宙
からくる有害な紫外線を吸収している。このよ
うに、宇宙ならびに太陽は、有害な宇宙線（プ
ラズマ）を数多く放出しているが、同時に、有
用な宇宙線も放出している。太陽は生命の母で
あり、地上の総ての「いきもの」を育てているエ
ネルギー源である。太陽光は、地球をとりまく
磁気圏（地球磁場）を突き抜け、さらに電離層
やオゾン層を突き抜けて地上に届いている。こ
の有用な電磁気波は、主として可視光、近赤
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